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蕊 当
最
悪
必
万
人
死
亡
し

八
一
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
イ
報
告
番
は
出
力
百
万
諮
級
の
原

ラ
ク
の
原
子
力
施
般
審
空
鐸
し
た
．
発
が
攻
撃
さ
れ
た
と
仮
定
。
原
発

こ
と
を
受
け
、
外
猫
省
国
際
連
合
の
蛎
所
は
特
定
せ
ず
、
①
送
躍
継

局
軍
描
課
が
外
郭
団
体
の
日
本
国
や
発
電
所
囚
の
非
鰡
用
発
砥
識
が

際
問
題
研
究
所
会
委
尋
に
研
究
す
べ
て
破
渡
さ
れ
へ
奇
表
て
の
鍾

蚕
巽
鎚
。
研
究
成
果
は
「
原
子
炉
源
を
失
う
②
原
子
炉
稽
納
容
器
が

施
段
に
諭
す
る
攻
繋
の
影
墾
に
関
爆
撃
さ
誕
睡
気
系
統
ど
冷
却
機

す
る
一
考
察
芦
と
題
し
た
六
十
三
龍
を
毒
つ
③
柊
納
容
器
内
部
の
原

野
の
報
告
鐘
に
ま
と
め
ら
れ
、
本
子
炉
が
直
接
破
壊
さ
れ
、
商
羅
度

紙
が
倍
報
公
開
を
通
じ
て
コ
ピ
ー
な
放
射
性
物
躍
塞
含
む
桟
燃
料
棒

を
入
手
し
た
。
な
ど
が
飛
散
萱
る
ｌ
の
三
つ
の
シ

暫
悪
零
限
麗
語
蔦
爵
迄
蔦
の
爵
銀
一

八
ご
ま
鮫
腫
注
腫
願
い
に
い
」
な
竺
と
蚕
か
れ
応
報
壹
害
・
一

鍾 灘鱸襄繍灘
白●弓申C●

動恐れ非公表
●

反対運
●

8皐年
●

ナ
リ
オ
で
極
証
し
た
。

一
↓
こ
の
豆
員
異
体
的
な
被
害
が

示
さ
れ
た
の
は
②
の
格
納
容
器
砿

域
の
弔
電
当
時
、
・
米
国
立
研
究
所

が
米
原
子
力
規
制
委
騒
銭
。
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）
に
提
出
し
た
逓
新
の
悪
究
醗

室
と
参
考
腱
日
本
の
原
発
周
辺

人
口
を
考
慮
し
鍾
議
算
し
た
。

そ
れ

な
い
場

部
な
ど

羅
悪
の
ケ
剤
ス
で
は
、
一
万
八
千

人
が
急
性
被
ば
式
で
死
亡
。
た

デ価､翻靭
《
ロ

》
』ニザ

ニ
し１－

ざ●一
鋲

だ
、
被
害
は
風
向
き
や
天
候
で
大

き
く
変
わ
る
ど
し
て
、
平
均
で
は

三
壬
△
軍
人
の
死
亡
に
な
る
と
試

算
じ
た
。
五
時
間
以
内
に
避
難
し

た
場
合
は
最
悪
八
千
二
軍
公
平

均
八
亘
一
干
人
が
亡
く
な
る
ど
し
・
・
‐

た
。
急
性
死
亡
が
現
れ
る
遼
囲
に

つ
い
て
、
報
告
香
は
ヱ
室
～
二

十
五
欲
を
超
え
る
こ
ど
は
な
い
」

ど
配
述
し
て
い
る
。

長
期
的
影
饗
と
し
て
は
へ
放
射

ざ
性
物
愛
セ
シ
ウ
ム
な
ど
で
土
壌
汚

染
が
深
刻
躯
す
る
と
損
摘
。
・
磯
業

や
居
住
な
ど
土
地
利
用
が
制
限
さ

れ
る
地
鑑
ば
原
発
か
ら
最
大
で
八

六
・
九
蒙
、
平
均
で
三
○
ユ
全
宮

ま
で
及
ぶ
こ
し
て
い
る
。

最
斡
祇
害
薮
全
扁
③
の
原
子

炉
破
埴
に
つ
い
て
は
車
二
ら
に
過

恥
酷
な
譲
態
に
な
る
恐
れ
ば
大
き
い

が
、
群
し
い
分
析
は
容
易
で
は
な

い
」
ど
紹
介
．
福
醗
原
発
率
散
と

同
じ
の
の
全
罐
源
喪
失
で
嬉
坐
実

職
雛
繍
鱗
瀧

・
報
告
蚕
が
公
表
さ
れ
て
い
れ
ほ
八
・

攻
故
望
泰
然
防
止
や
崖
民
選
維
鱒
．

廻
垂
エ
っ
た
司
罷
径
が
鐸
の
易
矛
・
》

“
…
｜

罰
ら
な
か
つ
産
と
し
だ
室
で
馬

「
反
識
運
動
を
理
由
に
し
た
非
公
渉

議
蕊
識

，
閣
な

テ
ロ

蝿
．
の
り

せ
る
べ
き
だ
↑
と
話
心
て
い
る
。



平鮫均罫千Q鯛
状戯囎a蕊闇

11砲

~

●、

ｰ

8

1

ｔ
醤
な
ど
鋳
瀞
経
を
と
が
ら

苓
発
量
産
幕
就
碆

る
記
述
が
あ
る
平
典

当
時
は
米
ソ
が
核
兵
器
の
開

発
を
競
覆
冷
戦
時
代
。
科
馨
妓

灘
謹

穴
巳
は
本
綴
の
取
材
に
↑
『
配
憶

と
話
し
た
。
同
氏
に
よ
る
と
毎

騒
か
曇
鎚
可
能
性
が
高
い
？
》

権
筬
さ
れ
た
一
●
室
後
の
一
元

八
六
年
に
は
旧
ソ
連
．
。
、
チ
ヱ
ル

蕊
。
ｚ
ブ
イ

が
駁
そ

公
塞
は

・
鑛
睡
生
か
さ
れ
る
こ
と
ば
な
か

ゑ
だ
、
：
．
と
：
鄙
．
．

”
一
鴎
瀦
津
聯
雛
寒

け
嘩
国
ば
原
発
建
設
謹
譲
霊
的
．

に
推
進
狸
国
内
の
原
発
十
六
基

が
運
転
を
始
瞳
た
ｑ
軍
碩
攻
撃

は
世
購
の
不
安
塵
職
蝿
．
国
の
．

原
子
力
政
策
に
水
を
葦
す
可
龍

性
が
あ
づ
だ
心
・
報
告
書
に
も
一

「
景
篭
鑿
笑
窪
．

篝
鑿
是
譽
察
釜

一
ー ●…

8
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